
Title 鈴木小兵衛著 満州の農業機構
Sub Title
Author 小池, 基之

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1935

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.29, No.5 (1935. 5) ,p.741(131)- 745(135) 
JaLC DOI 10.14991/001.19350501-0131
Abstract
Notes
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19350501-

0131

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


p
IP"®

錄

木

小

兵

徹

著

，「

满

洲

の

農

業

機

構

：

池

基

,

ー
旣
に
滿
洲i

濟
間
敏
に
#

す
一
を
牧
み
の
断
化
ど
微i

3
.

を
轉
機
&

が
っ
たi

洲
事
變
が
應
史
的
事
實
と
だ
り
、
そ
れ
を
廻
っ
て
捲
き
起 

さ
'れ

國

紘

i

膨
谓
もi

f
#

"

をi

從
っ
て
、
ミ
嚴
■

隙
題」

に
陽
す
る
腿
に「

.日
於
の
"

^

機」

は
解
消
し
た
か
の
如
く
に
見
ゆ
る
に
至
っ 

た
が
、

f::

方

一

に

，

於取

S

ー
國■

i
:

ポが
歡於
植

i
f

#

•

率

§

民
棒
の
.
重
度
性
，
そ
れ
べ
の
依
箱
性
を
益
メ
檢
大
せ
し
め
る
に 

っ

れ

て

、
一

我

國

の

脈

線

H

た
る
滿i

c
S

濟
機
構
の
理
解
は 

我
國
經
濟
の
理
解S

域
め
に
も
"
ホ
そ
の
將
麻
へ
の
展
ぎ
の 

爲
め
f

'‘一

S

耍
と
な
る
に
至
ク
だ
。
即
ち
潇
洲
が
そ
の
經
濟
建
誌
を
如
何
に
遂
行
す
ん
ム
、
如
何
な
る
S

Q

成
功
を
收
め
得
る 

わ等
等滿
洲經
ひ

<

^

脉
ホ
歡
國
資
取
お
氧
の
■

脈
か
爲
め
に
ポ
可
缺
前
提
ぉ
ま
す
も
の
t

が
を
0

一
農
製
に
關
ず
る
眼
り
で 

移
於
一
へ「

#
3
;

本i

翁i
i

s

に

族

的

i
出

：：！〈

那
W

哨
氏「

滿
W

農
業i

民

：
の

實

行

ガ

法

：
に

ク

'
い
モ
&

會
政
策
時
報 

i
n

和
せ
#

)

ま
印
徵
と
：

i
； i

て
V
.ま
觀
的
翻

f
i

かCE^

搬
と
此
ぁ
に
ま
.治
き
資
義
お
を
含
め
：

V
J

唱
導
お
れ
、
.
我
國
農
業
民
の
可
能
性

‘
の
問
題 

が
今
⑩
論
蕭
さ
れ
て
ゐ
る
場
合
に
、
人
口
の
‘
<

0

%

|

九
o

%

(

s

六
寅)

が
藤
巧
に
ょ
っ
て
占
め
わ
れ
て
.か
る
滿
洲
經
濟
機
構
の
分
析 

をl
i
n

败i
u

p
:

か
.

i
： ?救

！！！

の
如
&

は
充
分
#

-

^

^理
由
を
持
ち
得
‘
る
‘
'
^お
ら
.ぅ
か
。
ダ
"
"
"
.
' 

一

.

.

.\

 

-

.

、

.

^

"

本
齋
ザ
構
ま
ユ
银
ビ
依

W

V

?

.

ぜ篇の：

、

分
析

J

E

 U
:

V
J

、‘
#

洲
族
て
ぱ
半
封
建
：
制的譜關
傲がま

®

し、そ

. 

. 

. 

■ 

:
• 

- 

•
.
.
. 

.

.

.

. 

.
" 

. 

V

-
: 

.

錄
木
小
兵
，衛
，著#

洲
の
農
業
機
構
し，

‘
 

.
 

ニ
5
 

(

ゼ
脚

I
V



\
 

 ̂

繁

ボ
'
ま

#

蔽

■ 

，
.

ザ

s

れ
がj

;

切
s

業

間

顧

の

霞

を
.£

て
ゐ

i

傲
、
％

篇
£

:

て
#

■

け
る
前
資
本

I

的
i

s

f

 

i

▲

品
i

f

 

i

、％
i

i

:

i

と
の
給
：び̂

^

家
I

の
s

s

l

%

自
t

屈
的
自

t

 

r

i

域
め

f

 

f

 

§
5

益

机

商
f

 

,

i

:る
^
^
^
^
^

a

の
ぅ
ち
ぱ

§

れ
て
ゐ
る
關
係9

1

冗

丸

ま
^

^

ズ
：巷

か
‘
.ぅ
.

1

滿
洲
暮

®

^

^

し
.
て

f

 

i

i

の
S

E

f

:

込
f

あ

れ

：
^

、

s

下y

が
述
：

T
>

c
o

f
e

ホ
ゐ

.
るo：

ン
 

<

:

'

:

.

:

.

:

.
 

r

;

I

に

獨

べ

ま

作
I

別
.
^

ま

ま

洲
i

i

八
⑦

£

f

§

■

細

耕

ま

を

ゥ

ま

め

ら

れ

ャ̂

S

丄
ハ
i

o

;

六
町
；以

ま
I

f

 

I

店

濟

」

に
於
^

同
昔
に 
>
.

力
町
歩

S

の
耕
作

I

ホ

な

■

難

を
f

 

a

夢
へ

^
^
^
^
^

は
'1

毛
作
で
あ
り
、
我
國
に
比
す
れ
ば
家
族
人
默
も
す

(

ま

悅

：

g
f

g

當
牧
獲
生
産

&

£
;

;
.

3

ね

な
さ

，
，に

よ
T

そ
.の
1

性
I

し
く

I

)

。

勿
論
、i

i

は
s

i

に
よ
つ
てQ
み
な
ら
す
、
そ
のI

I

約
I

よ

？

I

I

れ

る

も

^

で
あ
？

、
t

る
農
家

|

細
性
は
、
農
具
費
用
の
僅
少

(
r

町
取
當
平
均

f

 :

偵

格

I

A

圓
乃
至

§

圓
> 

然

も

か

こ

の

，
冗

つ

1

六
S

は
直
|

作

若

し

く

は

調

驚

踏

具

な

ら

ざ

る

運

搬

用

具

に

よ

芸

き

ら

れ

て

ゐ

か

(

一
冗

！̂
:

て
こ
れ
に
對
し
、
我
國
農
家

の
S

費
用
は
、

I

f

調
査
に
よ
れ
ば
、

一
.
反
步
當
大i

 

l
l

•

六
A

圓
、
中

f

l

i

小
經
營
ニ

9

七
i

で
あ
る〕

、

分
なS

满
の

I

'

 

,
.

0
-

1

1

5

下

置

：に
あ
？

は

要
S

家

で.一
.

蘭

€
:

f

 
g

:

s

f

存
す
る
に
す
ぎ
す、

-

I

I

 

I

，、
て
は
全
く
無
能
力
な
る
を
示
し
、
叫
町
以
下
！

一

町

以

の

も

の

の

有

す

る

畜

力

も

大

部

分

は

牛

と

鍵

と

一

を

ル

光

，け
：で

;
£
^

韻
洲
に

.
於

±
>
:
1
<
?

冰
：準
規
廣
め
耕
作
は
な
し
韻
な
；

.
>〕

£
:

五
貝
：>
、
：̂

^

廣

，働

：
：ル

，生

^
1

カ

，の
：
低

：

3
^(

1
:
1

九
貝
：>
等
せ
ょ
ウ
て
，，示
：さ
れ
る
。
然

；

か
も

.
こ
れ

f

 
:

f

:

|

の
ぅ
ち
ケ
、、
：

1
6

.
-

-
l

:
l

i
;

の
中
規
模

，ゐ

る

と

、
ゾ
農
具
に
於
け
る.
太
ぜ
模
緋
作
扁
；具
へ
の.，初
歩
的

.i

、
，；
並

び

に
.耕
作

■

業
.
に

.：̂

作

へ

の

倾

向

：一
と
、
：
，
そ
の
：有

利

ぜ

I
f

お

れ

：
ダ

ゐ

る

。

こ

の

立

'

場

か

：ら

；

1

層

高

い

冰

準

の

生

産

，技

術

、

：

生

産

規

模
0

.

可

能

性

、
.
機

械

餅

作

の 

可

能

性

：
が

論

ぜ

も

れ

：

V
"

ゐ
.

る

み

、
,

：
：
こ
。
ゆ

場

合

、
、；：
滿

洲

農

民

の
！
！

ま

泄

ふ

滿

礎

付

#

、
：も

れ

：を

維

持

す

る

ホ

封

建

的

諧

關

係

が

機

械

耕

作 

へ
：
の

倾

向

を

阻

止

す

る

.

役

割

を

愤

じ

；
，
て

■

ゐ
_
.る

。
，
！
，

.

.

.

.，
：

.

ゾ

へ

r
.

.
:

.

;
.

洲
襄
業M

於
け
；る
封
建
的
性
質
は
、

.

高

利

本

(

商
ま
資
本

.

〉

、
地

主

、
演

吏

資

本

：め
：
三

位

1'

體
を
體
現
す
る
濃
村
支
配
階
級
の
蕴 

繊

が

封

邀

的

士

哪

：

灘

蔣

に

：

臂

か

れ

取

，

.
誅
求
ゎ
觀
黯
ょ
り
規
定
さ
れ
、
：

.
そ
こ
：で
土
地̂

味，
^

るf

 

I

⑩の

|
i

厲につ

#

て：
は、
ょゎも先づ

：，§

 

f

淋；

る事の

♦

に
：し

(

七

；

1

寅)

：
.
前

資

本

主

義

的

內

容

が

集

中

的

に 

表

現

さ

れ

：
る

と

傅

ぺ

ん

や

る

o

r

一
即
ホ
滿
洲
農

§

の♦

邀

以

上'
,にf

,

ず

：を

(

同！

2
0

小：

小作農の
資擔は

.

，C

☆

牧

機

の

約

六

制

}<

 

☆

セ迄
！
！

す
る
し

f

納

小

作

剰

：
に
；伽

'

ふ

：
る

：
に
：
、
：

r
|

E
*

例」

、「

押

租

錢

」

、
地
：主

の

負

摩

す

可

き

粗

棟

の

一
:

部
の
資
擔
等
に
ょ
っ
て
益
；V

そ
の 

過

重

の

：
族

處

へ

.
：、
：：
一
み
く

 

0
；

如

き

ル

ゆ

t

の
：過

重

を

ぞ

y

於

て

ま

，、
.，
；

M

「『

小

作

人

の

，資

本

に

對

ず

る

利

潤

』

.

が

：

：
、
崇

細

農

民

の

羊

に

殘 

り
箱
る
で
.'ホ
ら

>
^
>
:ま

：あ

論

を
4

は

不.

可

能

；
で
，
ぁ

る

：

0
.
.

,家
族
ま
の
在
存
に
必
耍
ホ
さ
れ
，る
勞
働
部
分
を
さ
，へ
，得
る
の
奶

來

な

い

.被
尊 

め
#

,

元
に
、

.

利
綱
的
部
分g

凝

韻

る

：醫
は
な
：い
。

に
、，，

『

資

孰

す

る
： .

刹

潤

を

も

，吞

み

1
:
3

む
灘
地
代
と
言
は
ね 

ザ
な
ち
な
み
し
：

(
.一

,
:
1

八
：

.

1
4

l
i

l

賀

)

0

へ
.ネ

し

て

小

.

^

：^

"

*

.

I
"

自

ル

作

農

，ガ

れ

上

の

"

ま
：地0

狭

ル

\

る
，滴

率

地

•
代

や

ま

擔

せ

ね 

ば

な

ら

愈

か
P

に

對

し

て

，い

.

直
接
高
率
地
代
に
苦
も
：ま
ざ
る
自
民
も
亦
そ
の
振
制
で
ぁ
ぷ
ま
地

.

の.

逢

め

♦
ふ
藤
絶
ん
ホ
高
か
出 

地
慎
格
！^

ま

と

，
滞

し

，
ま

；

ぜ

ま
；：

な
.

^

:
■

ぁ

る(
<

1

頃

)

0

.

,
 

/

錄
木
小

#

衛
；著「

滿
洲：

の.i

抑構
，！：  

一 :

ニ5
 

(

七
四
三)



永4

弗
衛S

f
#

洲
の
應
葉#

,

 

r

§

 

:
(

セ
腿s

i

 

I

次
ホ

>
 

以
上
の
如
ぐ|

|
業

機

柳

は

そ

雄

：に
於
て
前
廣
：

義
的
耍
素
を
多
分
に
含
み
、
そ
の
孤
立
的
な
自
然
經
濟
は
、
そ
の
技 

術
的
低
惊
マ
母
封
建
的
詣
關
係.
を
ま
特̂

1
^

精
せ

.

.
3

め
：る
の
や
ホ
！

^

が
、
：：4

:九
1:.1四

-
-

1
;

1

<

¥

に
於
て

§

然
的
昨
物
‘に
對
し
て
市
場
的
作 

物
の
着
し

5

^

浪
、；

並
が
にi

o
i

家

、川

作

物

自

體

め

商

品

化

を

洲

農

業

♦

商n

叫

化

傾

向

，
が

促

進

さ

れ

た

こ

-U
、
.，：>

か

し

最

近

に
 

, 

於
.
て
は

.

：

『

上

ま

；
の

.
>
プ
ベ
ー

.；

1
:

郁
的
發
は
#
滞
若
し
は
逆
轉

て
普
し
一
く
、
：
ふ

k

偵
格
暴
雜
が
商
ロ§

生
造
ま
を
阻

.
^

ず

る

耍

因
： -

し

V
J

現
ま
れH

は
ゐ

.る
が
、
：ネ

>
 

る
自
家
川
作
物
に
於
け
る
特
に
遊 

P

き

轉

き

自
M

濟

を

弱

め

、
：
倘

韻

购

#
5

^

意

味

：よ
-
^
.

滿

洲

農

業

の

，經

濟

'
御
發i

i，

を

促

進

，
し

.
つ
、

あ

る

J
(

1

一
三
九
貝
}
;
事
情
が
大
量 

的
統
評
缴
字
：の

貴
-
に

.よ
：り.
す

述

：
ぺ

れ

そ

ゐ

；る

o
' 

\
:
:
,

く

，ン
|
、
：
：

.

ぺ
^
 

.

.

以
上
の
行
論
の
中
で
：特
にM

調
さ
れ
：

V
.

;

ゐ

多

の

，
ほ

浦

：

•

，
北

：滿

洲

問

に

於

け

る
：：

發

掘

傾

向
P

對

M

的

な

點

，で

あ

る

？

.

南

滿

洲

は

土

，地

分 

.

配

：の

不

平

等

*
^
:
:農

虞

め

社

資

的

，分

化

；が

赛

-

^

:

く

、
ー
：

 

V

 

し
：

.

て
耕
％

の

零

細

：̂

が

著

し

く

 

.，

(

奉

天

智

に

於

て

は

全

農

家

戶 

M

の
：
六.

0

:

ザ

は

：

W
:

町步孤北韻：

洲
；

.

の
.

一
:1

.

倍
近
；

5
;

®
:

具
慎
箱

S

:

四
I

叫
五P

)
、
：

並
セ
に
經
營
規
模
の
小
な

.

る
と
共
に
、
農
緋
の 

集
約
化
を
特
徵
と
す
る
め
セ
：

あ
：！

：

ま
的
獨
い
：平
均

#

她
お
：

す
；^

;

蟲

P
®

家
は
，

」

.

町
步
當
農
具
價
格
の
僅
少
.(
！

四 

.

I

I

八
圓

)

：
に
，
對

し

：
て

：
マ

役

畜

の

‘

利

用M

於

；て

優

れ

、

一

般

に

生

産

諸

要

素

の

有

機

的

：構

成

：
の

高

い

こ

と

と

共

に

、

賞

銀

，が

比

較

的

高 

べ

地

：代
の
比
較
的
安
ー
い

緒
架
、5

<親
模

^
1 ?11

:爛
耕

#
^
へ

，
の.

傾

向

が

强
<

あ

ら

；
は

れ

：
て

ゐ

？

9

0

;

振
つ

'

て
經
濟
的
發
達
も
、
そ
の
農
作
物 

よ
り
見
れ
ぱ

>

.

北
滿
洲
の
が
⑩
齋
よ
り
も
商
業
：^

t

:

タ
經
濟
的g

建
-

に
於セ

：；
は
前
進
，

J
.
.

て
居
；る9

こ

の

，
事

情

は

，
北

滿

洲

に

嚴

け

る
 

市
場
的
作
物
の
急
速
の
發
展
と
、

1

九
！ニ 

0

年
以
後
に
於
け
る
逆
轉
的
傾
向
、,

南
滿
洲
に
於
け
る
最
近
に

.

：

運
.： 0

,

て
：
の
，市

場

的

作

物

.

に
.於

て
の
漸
進
の
倾
向
に
於
て
も
看
取
す
る
こ
と
が
出
來
る
。

r
V

し
て

、

.
 ̂

く
の
如
き
南
滿
洲
の
立
ち
缠
れ
を
南
滿
洲
に
於
け
る
封

®

的
，路 

n

B

H

H

^
 

®

届
の
よ
ひ
强

.
い
殘
津
に
求
力
て
ゐ
る

0 

W

來
や
ぅ

(

特
に】

冗
冗

K

以
下
い

®

B
B

i
M

M
M

a
a

i
M

m
—

M
M

—
m

M
M

—
m

a
a

—
t

M
M

W
B

W
W

W
M

M
W

'

最
後
に
、
：最

&

に
：於
：

b

る
：こ
れ
等
の
逆
得
は
、
滿
洲
農
業
の
大
驟
後
の
奢
激
な
：發
展
の
れ
詰
り

*

世

界

^
!
^
恐

慌

と

阔

際

的

闕

我

辣
 

爭

激

の

結

果
*

1
;

ガ
で
は
商

"i

生
産
の
分

.戦
に
大
な
る
打
撃
を
ぅ
け>

他
方
白
然
雜
濟
的
：作
物
の
翁
激
な
悪
化
、
即
ち
自
然
經
濟
.的 

分
1
^

に
於
け
る
大
な
る
困‘
難
に
逢
着
る
こ
と
を
：示
す
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
嚴
底
を
な
す
举
封
建
的
諧
關
係
が
、
資
本
制
業
恐
慌 

に
よ
っ
て
如
何
に
强
化
さ
れ
る
か
、
更
に
こ
れ
に
附
加
す
る
に
植
民
地
的
詣
契
機
の

#

在
が
.満
洲
に
於
け
る
農
業
恐
慌
の
解
消
を
如
何 

に
困
難
な
ら
し
め
る
か
の
諧
關
係
が
究
明
さ
れ
て
ゐ
る
。

一

四
！1

頁)

。

以
上
本
書
の
内
容
を
大
略
紹
介
し.た
。
我
々
は
本
書
の
購
逸
そ
の
も
の
に
對
し
て
も
、
必
す
し
も
滿
足
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
本 

書
に
よ

/

っ
て
滿
洲
農
業
機
鶴
の
全
貌
を{
谷
に
捕
へ
得
る
便
宜
が
與
へ
ら
れ
たV

然
し
な
が
ら

> 

自
然
經
濟
的
な
滿
洲
農
家
の
經
濟• 

農
業
の
機
構
を
充
分
に
理
解
す
る
爲
に
は
、
單
に
純
農
業
部
面
に
於
け
る
生
産
の
み
な
ら
す
、
そ
れ
と
農
業
外
部
面
の
生
産
と
の
結
合 

の
度
合

•

機
武
等
が
者
察
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
思
ふ
。
そ
し
て
、
我
々
は
を
の
で
更
に
一
層
豊
富
な
資
料
に
よ
る
、滿
洲
の 

土
地
關
係
に
關
す
る
稍"

部
細
な
る
史
的
分
析」 (

序)

を
伴
っ
て
、
.そ
の
基
本
構
造
で
あ
る
封
建
性
の
よ
り
理
論
的
な
且
っ
具
體
的
な 

提
示
に
よ
つ
て
辅
足
さ
れ
る
，こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る

0

倚
附
錄
に
參
考
篇
と
じ
て，* 

‘1

、

骨
吏
資
本
のI

考
察

/
 

ニ
、「

日
本
植 

良
地
の
經
濟
機
構」

の
二
篇
が
附
け
加
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

—

■
1

九
三 

ニ 

1

繁

小
i

奢
1

滿
洲
の
農i

構
し

.

.
 

V

 

:  

'
 

r

i

 

(

セ
：3

5


